
   

 

15 
YOKE日本語教室 教室活動例集 

● 今日の目標  
身体のパーツの名称や動かし方を日本語で話すことができる。 

 

 

● 活動の進め方  

身体のパーツに関連することばの学習を通して、日頃のエクササイズなどについて話す。 

 

● ワークシート（原寸大ｐ34・35 参照） 

 
 

● 活動で工夫したこと 
机上の学習だけでなく、身体の部分を指したり、学習者に実際に身体を動かしてもらうことで、関連のこと

ばを覚えやすくするようにしました。 

グループ活動の進め方例   テーマ 『 健康 』 

トピック７＜  からだをうごかそう！ ＞ 

● 活動の流れ・ポイント 
１．身体の各部位の名称を、絵を見ながら学習。学習者にひとつずつ聞きながら、名称を知っている人がい

れば言ってもらいます。 

２．身体の動作に関する表現を学習。前後左右など方向を表すことばや、上げる・下げるなど基本的な動作

に係ることばを学習します。 

３．学習したことばを使ってサポーターが身体を動かすフレーズを言い、実際に学習者にその動きをやって

もらいます。 

４．自分が好きなヨガのポーズを１つ選んで、そのポーズのとり方を日本語で説明してもらい、みんなで一

緒にやってみました。 

 

● 担当した日本語サポーターから 

身体を動かしての学習はおもしろかったと学習者に好評でした。 

グループの学習者全員がヨガをやっていたので、最後にヨガのポーズを取り上げたところ、学習者どうし

で相談しながらインストラクションを作成するなど、楽しそうな雰囲気になりました。 

今回のトピックは、媒介語（共通言語）にあまり頼らずに、基本のことばを学習することができました。 

グループＡ：ありがとう 

「初心者」のグループ 




